
道の駅と大学等が連携し実施した取組成果の「道の駅」学生コン

テストについて、開催日時、場所が決まりましたので、お知らせい

たします。

【開催日時】
令和２年２月２７日（木）

１２：３０～１７：３０（予定）

【開催場所】
さいたま新都心合同庁舎１号館 講堂

★定員５００名（入場無料）

※本選出場者については、令和2年1月27日（月）に決定します。

※別紙① 記者発表「道の駅」学生コンテストの開催 令和元年9月25日
http://www.ktr.mlit.go.jp/road/chiiki/road_chiiki00000341.html

※別紙② 新「道の駅」のあり方検討会 提言 令和元年11月18日
http://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/shin-michi-no-eki/pdf00/suggestion_3rd_stage.pdf

竹芝記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、
栃木県政記者クラブ、刀水クラブ・テレビ記者会、千葉県政記者会、都庁記者クラブ、

神奈川県政記者クラブ、山梨県政記者クラブ、
長野県庁会見場、長野市政記者クラブ、長野市政記者会

発表記者クラブ

国土交通省 関東地方整備局 道路部 交通対策課
課長 下坪 賢一（しもつぼ けんいち） 課長補佐 小田桐 潔（おだぎり きよし）

電話 ０４８－６００－１３４６／ＦＡＸ ０４８－６００－１３８８

問い合わせ先

令 和 元 年 １ ２ 月 １ ６ （ 月 ）
国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局
道 路 部

記 者 発 表 資 料

「道の駅」学生コンテスト

令和２年２月２７日（木）に開催します
Michi-No-Eki

「道の駅」第３ステージ
地方創生・観光を加速する拠点へ

～ 創設から四半世紀、2020年からの新たなチャレンジ ～

案内図（開催場所）



竹芝記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、
栃木県政記者クラブ、刀水クラブ・テレビ記者会、千葉県政記者会、都庁記者クラブ、

神奈川県政記者クラブ、山梨県政記者クラブ、
長野県庁会見場、長野市政記者クラブ、長野市政記者会

発表記者クラブ

国土交通省 関東地方整備局 道路部 交通対策課
課長 下坪 賢一（しもつぼ けんいち） 課長補佐 小田桐 潔（おだぎり きよし）

電話 ０４８－６００－１３４６／ＦＡＸ ０４８－６００－１３８８

問い合わせ先

令 和 元 年 ９ 月 ２ ５ 日 （ 水 ）
国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局
道 路 部

記 者 発 表 資 料

「道の駅」制度の創設から四半世紀！「道の駅」の新たなステージに向けて

「道の駅」と大学等の連携を推進

「道の駅」と大学等が連携した取組成果を募集します！

～ 「道の駅」学生コンテストの開催 ～

（１／２）

「道の駅」は、制度の創設から四半世紀が経過し、現在では、全国

で１，１６０駅に広がり、年間2億人以上が利用しています。

国土交通省では、地方創生を更に加速するとともに、利用者や地域

からの更なる期待や信頼に応えていくために、「新たなステージ（第

３ステージ）」として、新たな施策の検討を進めています。

また、地域の魅力が集まる「道の駅」と学生との交流により、新た

な価値の創造を図り、観光地域づくりなどを担う将来の人材育成や地

方創生に寄与することを期待し、大学等との連携による取組を行って

きました。

このたび、これまでの取組を更に深化させるため、「道の駅」と大

学等が連携し実施した取組成果を募集し、学生によるコンテストを開

催することとしました。

※コンテスト概要：次頁参照

Michi-No-Eki

別紙①



○参加条件
対象とする「道の駅」をフィールドとして、テーマに沿って

実地調査・企画の立案・実施等を行った取組であること。

○対象の「道の駅」
関東地方整備局管内の「道の駅（１７８駅）」を対象とします。

○テーマ
新しい時代における新たな「道の駅」の役割や可能性のある

取組

○応募対象
学生※の方を対象とします。また、個人、団体は問いません。
※大学、大学院、短期大学、専修学校、高等専門学校

○エントリー
締 切：令和元年１０月３１日（木）１７：００

○取組成果の提出
提出締切：令和２年 １月１５日（水）１７：００

○コンテスト
開催日時：令和２年２月下旬（予定）
開催場所：さいたま新都心周辺の施設（予定）

○審査・表彰
産学官からなる有識者で構成された委員による厳正な審査の上、

表彰を行います。

※詳細については、後日、関東地方整備局ホームページにてお知らせいたします

コンテスト 概要

（２／２）



別紙②












